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研究成果の概要（和文）：都市化や混住化、あるいは過疎化や高齢化などにより、農村景観や農村コミュニティが脆弱
化し、ルーラリティが不健全なものになっている。このようなルーラリティのリハビリテーションモデルを構築した。
具体的には、地域内の農家や居住者、およびさまざまな環境資源の結びつきを強める「下部構造」としての「ボンディ
ング」と、地域内の農家や居住者が地域外の組織や環境資源と結びつく「上部構造」としての「バンディング」がつな
ぎ手を介して（「介入介在構造」によって）組み合わさることにより、農村らしさ（ルーラリティ）と都市らしさ（ア
ーバニティ）が共存しルーラリティのリハビリテーションが達成される。

研究成果の概要（英文）：Rapid urbanization, depopulation and aging of society are causing a high impact 
on/damaging rurality by weakening rural landscapes, rural communities and rural activities in urban 
fringe, hinterlands and metropolitan marginal areas of developed countries. A model has been created to 
rehabilitate such unhealthy/damaged rurality.　In concrete, combing the "bonding" as the "substructure" 
within a rural community and space with its "banding" as the "superstructure" with outside communities 
and spaces enables co-existence between rurality and urbanity which in result become the mechanism for 
rehabilitation of unhealthy/damaged rurality.

研究分野： 地理学
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１．研究開始当初の背景 
大都市圏の農村に関する研究は、従来、農業

の経済的な利潤最大化を優先する生産主義のフ

レームワークで議論されてきたが、1990 年代以

降、環境や生き甲斐などの非経済的な要素を踏

まえて農村の性格を議論するポスト生産主義の

フレームワークが台頭するようになってきた。

ポスト生産主義の農村・農業地理学の研究にお

いては、ルーラリティ（農村性や農村らしさ）

に関する研究が中心となり、農村は食料生産の

空間だけでなく、多様な機能をもつ空間として、

あるいは非経済な機能（癒しや生きがい、環境

保全など）をもつ空間とし捉えられてきた。 
2000 年代以降、ルーラリティに関する研究は

条件不利地域の農村における不耕作地や荒廃林

地の美化や有効利用を通じて、あるいは大都市

近郊農村における緑地環境の保全と適正利用を

通じて行われるようになり、緑地や農地を含む

農村の生態環境が経済環境と社会環境に相互関

連していることを明らかにしてきた。このよう

に、農村の生態環境を中心にと経済環境と社会

環境を関連づけることにより、ルーラリティの

再編や創生が重要になってきているが、もとも

との環境資源をどのように回復させ、健全な姿

にしていくかも議論されるようになった。ルー

ラリティ本来の健全性を回復させるための方法、

つまりルーラリティのリハビリテーションがさ

まざまなに模索されるようになった。しかし、

ルーラリティのリハビリテーションが農村の生

態環境と経済環境、および社会環境をどのよう

に関連づけて議論し、それがどのような地域シ

ステムを構築することで可能になるのかは現在

まで残された課題であり、それが本研究の契機

にもなった。 
 
2．研究目的 
本研究はルーラリティの再編や創生に関する

研究をさらに発展させて、ルーラリティのリハ

ビリテーションに関する地理学的な考察・議論

を行う。ルーラリティは従来の研究で定義され

ているように、農村性や農村らしさを意味して

おり、農村の自然的・生態的基盤と社会的基盤、

および経済的基盤が有機的に相互関連すること

で構築されていた。そのため、ルーラリティの

1 つの基盤が弱体化すると、他の基盤にも影響

を及ぼし、ルーラリティ全体を弱体化させ、基

盤間の相互関係のバランスを欠いた不健全な状

態のルーラリティになる。このように弱体化し、

基盤間相互のバランスを欠いた不健全なルーラ

リティを、基盤間相互のバランスを保った健全

な状態に回復させ根づかせることが、ルーラリ

ティのリハビリテーションである。このような

リハビリテーションは景観や土地利用に反映さ

れることになる。ルーラリティのリハビリテー

ションを必要としている地域は、ルーラリティ

が急速に脆弱化している大都市圏の近郊や遠郊

であるため、本研究は大都市圏の近郊や遠郊の

農村を対象にルーラリティのリハビリテーショ

ンの議論を進める。 
 大都市圏の近郊農村と遠郊農村におけるルー

ラリティのリハビリテーション研究で明らかに

することは以下の２つである。第一は、近郊農

村や遠郊農村のルーラリティのリハビリテーシ

ョンがどのような地域システムで行われている

のかを明らかにするとともに、ルーラリティの

リハビリテーションが行われるためにはどのよ

うな地域システムが構築されるべきかを明らか

にすることである。ルーラリティのリハビリテ

ーションの諸相は地域の上部構造としての景観

や土地利用に反映され、それを支える地域シス

テムは地域の下部構造（自然的基盤・社会的基

盤・経済的基盤の相互関係）として議論できる。

しかし、地域の下部構造の再編や内的発展でル

ーラリティのリハビリテーションがうまくいか

ないことも多い。そのため、ルーラリティの上

部構造と下部構造をつなぐ、介入介在構造（政

治・政策・計画などの外的インパクトや外的組

織・外的装置）が必要であり、そのような介入

介在構造を含めたリハビリテーションの地域シ

ステムを明らかにする。 
 
3．研究の方法 
本研究は、大都市圏の近郊農村と遠郊農村を

対象にルーラリティのリハビリテーションの研

究を、上部構造（景観と土地利用）、および下部

構造（自然的基盤・社会的基盤・経済的基盤）、

および介入介在構造を調査・研究し、それぞれ

の構造における地域的なサブシステムを明らか

にする。さらに、それらを考慮しながら、上部

構造・下部構造・介在介入構造の相互関係から



地域システムを構築する。次に、このような地

域システムを一般化するため、大都市圏

る近郊

リテーションをいくつかに類型化する。これら

の地域類型に基づく事例において、ルーラリテ

ィのリハビリテーションに関する地域システム

を明らかにし、事例地域の上部構造・下部構造・

介入介在構造とそれらの相互関係を比較し、ル

ーラリティのリハビリテーションに関する地域

システムの一般化を行う。
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